
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

　地域伝統芸能継承や体験活動講師招聘など，特色ある活動がなされており，成果が見られる。

本事業を活用した講義・講演開催数の目標値に達するため，他の学校の取組を紹介するなど，更

なる事業周知を図る必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

  本事業により，各校の特色ある教育活動や教員研修の際に，地域の優れた人材を招くことによっ

て内容の充実を図ることができている。機会を捉えて活用を促したり，具体的な活用法を紹介し

てきた成果として，活用回数も大幅に増えた。今後とも積極的な活用を促すとともに，地域の人

材についての情報の集約・提供等による内容の充実を図りたい。

2020年度方向性
　周知を強化し，各校における本事業を活用した講義・講演の実施数増を図る。それにより，更

なる児童生徒の学習意欲向上や教職員の資質向上につなげる。

事業の意図
（１）児童生徒の豊かな人間性の育成に資する

（２）教職員の指導力向上に資する

事業の実績

と

成果

取組内容
　講師として地域在住者や他校教職員等の人材を活用し，講師を務めた方へ謝金を支出す

る。

成　果

　地域住民による児童対象の郷土学習や，専門教諭を招致した教職員研修等が多く行わ

れ，実施した学校から好評を得ている。各校へ更なる活用を行うよう働きかけることで，

一層本事業の成果を深めることができるものと考える。

事業名 地域に根ざした人材活用事業 総事業費 72 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 学校教育の充実

基本事業名 自ら学び自立する力をはぐくむ教育の推進



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

　ＡＬＴとともによりよい授業を行っていくためには，教職員の英語力向上が必要となる。子供

のよき手本となるよう教師側から積極的にコミュニケーションを図るよう働きかけを行っていく

必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

　ALT2人体制も２年目となり，学校訪問方法の工夫や，訪問回数の増加，多様な異文化理解の促

進等，質・量の両面から更なる改善が図られた。また，諸学力調査においても着実に英語科の学

力が向上しつつある。今後とも，ALTとのミーティングや資質向上の機会充実を図り，授業内容の

打ち合わせ等，学校現場との連携を工夫しながら，より効果的な方策を具体化していきたい。

2020年度方向性

2020年度から「小学校3・4年生の外国語活動，及び5・6年生の外国語科」が全面実施となっ

た。児童・生徒が，抵抗なく英語に親しめるよう，各校でのALT活用の促進や授業の充実を図って

いく。また，学校の意見も参考としながら，学校規模に応じて派遣校や派遣回数を調整するな

ど，より充実した授業となるよう調整を図る。

事業の意図
・外国語活動，外国語科の学習に対しての意欲向上を図る。

・異文化理解や国際交流への関心を高める。

事業の実績

と

成果

取組内容
　JETプログラムを利用して，ALTと業務契約を締結し，派遣申請のあった学校へ派遣す

る。

成　果

　小学校では3・4年生の外国語活動，5・6年生の外国語科が，2020年度から全面実施と

なる。平成30年度から2年間は，その移行期として授業数が増加している。

本市では，平成30年8月からALT2名体制とし，各校への派遣回数を増やした。それによ

り，児童・生徒がより多くネイティブの英語に触れ，また異文化理解の機会を増やすこと

を可能とした。これまで，特に小規模校は月1回程度のALT派遣にとどまっていたが，同年

2学期以降は2回以上の派遣を実現している。

事業名 外国青年招致事業 総事業費 8,424 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 学校教育の充実

基本事業名 自ら学び自立する力をはぐくむ教育の推進


